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撮影 川島 浩 筑摩書房 1974年)
写真３ オペレッタ中の子どもたち（境小学校)
(出典；写真集『いのち、この美しきもの』
撮影 川島 浩 筑摩書房 1974年)
写真２ 境小学校における行進
(出典；写真集『いのち、この美しきもの』
撮影 川島 浩 筑摩書房 1974年)
写真１ 島小学校における行進
(出典；斎藤喜博「教育の演出」
明治図書 1977年 3版 口絵)










































































































































1)福地豊樹 (2000) 高橋元彦氏の体育実践について 第一報 ～マット運動（ゆりかごから後回り、前回り）の教
材解釈の特異性～ 群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 35巻 pp.163-173
 
2)福地豊樹 (2002) 高橋元彦氏の体育実践について 第二報 ～身体に着目した行進の指導～ 群馬大学教育学
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実践～ 群馬栃木保健体育学研究 第 16号 pp.21-24
 
10)小田伸午 (2003) 運動科学～アスリートのサイエンス～ 丸善株式会社 p.88
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11)例えば、「授業入門」、「教育現場ノート」、「心の窓をひらいて」等の記述の中に、多数、確認できる。
12)斎藤喜博 授業入門 p.139 ;斎藤喜博全集 第 4巻 国土社 1974年 5版 所収
13)斎藤喜博 授業 p.327;斎藤喜博全集 第 5巻 国土社 1974年 5版 所収
14)斎藤喜博 教育の演出 p.118;斎藤喜博全集 第 5巻 国土社 1974年 5版 所収
15)斎藤喜博 同上書
16)斎藤喜博 (1993第 5刷) わたしの授業 第二集 一茎書房 ;本書は昭和 52年に出版されており、斎藤の授業に
同行した小林 篤氏により、再現された授業記録である。斎藤喜博の体育授業のほとんどすべてを小林氏が文章
化し、再構成しており、斎藤の息づかいを感じ取れる内容となっている。ただし、すべて、退職後の授業実践で
ある。行進の指導は、昭和 52年、2、5月（小学校）、同年 6月（中学校）、同年 6月（高等学校）のものが収めら
れている。




19)小林 篤（2000) 前掲書 pp.22-24
 
20)小田伸午（2003) 前掲書
21)斎藤喜博 授業の可能性 pp.372-373;斎藤喜博全集 第二期 第 1巻 国土社 1974年 5版 所収
22)斎藤喜博 教師の自由と責任（一つのねがい) p.215;斎藤喜博全集 第 10巻 国土社 1975年 5版 所収、
授業小言 p.321;斎藤喜博全集 第二期 第 3巻 国土社 1974年 5版 所収等





25)須藤 聡他（1995) 斎藤喜博の示した体育教材について 第 46回日本体育学会大会号 p.687
 
26)当時のものとしては、以下のような論考をあげることができる。
高橋元彦（1971) 子どもの現実をみぬき対応する～「とび箱」の授業 教授学研究 2 pp.177-185
同（1972) 子どもの現実から学ぶ～「台上前まわり」の授業 教授学研究 3 pp.159-167
同（1972) 子どもを変えるという仕事 ;斎藤喜博編（1972）「教師が教師となるとき」国土社 所収 pp.58-87
 





28)群馬教授学研究の会（2000) ?ゆずりは」No.17 2000年 12月 16日 第 137例会
これは、会員のマットの前回り、とび箱の台上前回りの実践報告に対するコメントであり、技術的なアドバイス
はない。もちろん、11月の月例回での報告のやり取りの際には、技術的なことに触れてはいるが、紙面での感想
はこのようになっている。
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